
互いの文化にふれ友好を深める
～エンシニタス市から高校生などが来市～

　７月25日から同30日にかけて、姉妹都市・米国エンシ
ニタス市の高校生など５人が本市を訪れました。これは、
同市との教育交流の一環で、毎年交互に交流団を派遣して
いるものです。期間中、交流団一行はホストファミリー宅
に滞在。同27日には、西の久保公園内のお茶室でお茶会
を体験し、慣れない正座に悪戦苦闘しながらも、講師の手
ほどきを受け見事な“お点前”を披露していました。このほ
か、牛深東中学校生徒との交流会などが行われました。

離島の暮らしと、白亜紀の歴史にふれる
～天草市内地域間交流推進事業～

　御所浦地域で、市内の子どもたちを対象とした「天草市
内地域間交流推進事業」の受け入れが始まりました。これ
は、島の文化や暮らしを体験してもらうことなどを目的に
実施。初の受け入れとなる８月10日には、本渡地域の西
浜地区と船之尾地区の子ども会員12人が参加。地元に民
泊しながら化石発掘やイルカの見学などを楽しみました。
　同事業の受け入れは、平成22年２月末まで。詳細は、
御所浦アイランドツーリズム推進協議会☎671080へ。

ともき
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▲化石発掘を楽しむようす

夏の天草に笑いの渦！
～よしもと爆笑夏祭り～

　８月16日、天草市民センターホールで「よしもと爆笑
夏祭り」が開催され、テレビなどで活躍する人気芸人をひ
と目見ようと、約700人が会場に詰めかけました。
　イベントでは、人気お笑いコンビの“ハイキングウォー
キング”をはじめ“フルーツポンチ”や“ザ・パンチ”などが
出演。おなじみのギャグや漫才を披露したり、天草の話題
をおりまぜながら観客を巻き込んだりして、会場内は終始
笑いの渦に包まれていました。▲出演したお笑いコンビの皆さん
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▲ていねいにお茶をたてるエンシニタス市の皆さん ▲自分で作った水鉄砲で“飛ばしぐら”をする小学生たち

真夏の新成人の誓い
～牛深地域成人式～

　８月16日、「牛深地域成人式」が牛深総合センターで開
かれ、新成人183人が浴衣姿などで出席しました。同地域
では毎年、お盆の帰省時期に成人式を開催。式典では、安
田市長が「皆さんの若いエネルギーと行動力に大いに期待
します」と激励。その後、新成人を代表して松本朋樹さんが、
「社会人としての責任を胸に、勇気と信念を持って行動す
ることを誓います」と宣誓しました。式典終了後は、友人
との久しぶりの再会をみんなで楽しんでいました。 ▲成人者宣言をする新成人の松本朋樹さん

８/16
牛 深

林剛玄さんが空手道世界大会優勝
～第10回國際松濤館世界空手道選手権大会～

　７月23日から同26日にかけて、ギリシャ・アテネで開
かれた「第10回國際松濤館世界空手道選手権大会」の“男
子個人形”と“団体組手”の部で、久玉町の林剛玄さんが優
勝し、２冠を達成しました。同大会は、空手道・松濤館流
の世界大会で、67の国と地域から選手が参加。林さんは、
４歳から空手を始めて26年。世界大会は、ジュニア時代
を含め３回目の出場。林さんは「優勝は、皆さんの声援の
おかげ。次回もがんばって出場したい」と話していました。 ▲安田市長へ優勝報告に訪れた林さん（左）

ごうげん

星空の下、映画やショーなどを楽しむ
～サマーフェスタin本町～

　８月16日、本町小学校グラウンドで「第８回サマーフ
ェスタin本町」が開かれ、家族連れや帰省客など約400人
が参加しました。これは、本町地区振興会などが毎年開催
しているもの。会場内では、“星空の下の映画会”が実施さ
れ、参加者は同校グラウンドに設置されたスクリーンで映
画を鑑賞しました。また、同地区住民によるカキ氷・焼き
鳥などの出店や大道芸人による曲芸ショーなどが行われ、
楽しいひとときを過ごしていました。▲曲芸ショーを楽しむ観客の皆さん
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本 渡

竹灯ろうの明かりでお出迎え！
～下田南街路・竹灯ろうづくり～

　８月９日、ＪＡ下田南支所駐車場で「竹灯ろうづくり」
が行われました。これは、下田南地区振興会がお盆の帰省
客に、竹に包まれ優しくともる道明かりを楽しんでもらお
うと、初めて実施したもの。作業には、地区住民30人が
参加。竹をハート型に切り抜くなど、趣向を凝らした竹灯
ろう約250本を製作。竹灯ろうは、同13日から15日まで、
下田南小学校から小田床漁港までの市道沿いに設置され、
こぼれるろうそくの明かりが、まちを優しく包みました。

こざとこ

▲趣向を凝らした竹灯ろうを製作する皆さん
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手づくりの水鉄砲で“飛ばしぐら”
～小学生と高齢者の交流会～

　宮田地区振興会は８月11日、宮田公民館で同地区の小
学生と高齢者の交流会を実施し、23人が参加しました。
　小学生たちは、高齢者からノコギリや小刀の使い方など
の手ほどきを受け、慣れない手つきで竹を切って水鉄砲作
りを体験。完成後は、水をどこまで遠く飛ばせるかを競う
“飛ばしぐら”を行い、参加者は水しぶきでびしょ濡れにな
りながらも、「自分の水鉄砲が一番」とばかりに思い切り
水を飛ばしあっていました。
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